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が，幼苗の葉部を 2,4-D および NAA に 2 秒間浸漬処理することにより，その生育は回復し
た．また，培養液非交換の養液栽培おいて，開花数，収穫果実数および収量の減少がみられ
たが，5.4 μM 濃度の NAA を処理した場合，培養液の交換を行った対照区と同等であった．
これらの結果より，培養液非交換のイチゴ養液栽培における根から滲出した生育抑制物質に
よる開花数，収穫果実数および収量の抑制は NAA を処理することにより，回避されると考


















6 品種を用いて調査した．供試した 6 品種のうち‘章姫’以外の 5 品種において，培養液非
交換により栄養生長および生殖生長が抑制された．また，培養液非交換による収量の低下は，
‘越後姫’，‘とよのか’，‘サマープリンセス’，‘とちおとめ’および‘さがほのか’の順に
大きくなった．以上より，既に自家中毒の発生が判明している‘とよのか’以外の‘越後姫’，
‘とちおとめ’，‘さがほのか’および‘サマープリンセス’の 4 品種についても，閉鎖系
養液栽培において自家中毒が引き起こされ，収量が低下する可能性が考えられた．また，培
養液非交換により栄養生長および生殖生長が抑制されなかった‘章姫’は，閉鎖系養液栽培
に適した品種である可能性が考えられた．  
